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概要 

ソフトウェア開発者間のコミュニケーションを分析するために TIE モデルを提案した．本稿では，TIE モデルを用い，Wiki
を導入したソフトウェア開発のコミュニケーションを分析し，TIE モデルに基づき，ソフトウェア開発の効果と限界につ

いて考察する． 
 
Abstract 
We propose TIE model to analyze the communication among software developers. In this article, we used the TIE model to analyze 
real soft ware development communication case. And we also discuss effectiveness and limitation of the software development based 
on TIE model.  
 
 
1. はじめに 
 
ソフトウェア開発は，複数のソフトウェア開発者

が関わる複雑なプロセスである．そのプロセスのコ
ミュニケーションの形態にはさまざまなものがある．
定期的な対面のミーティングやアドホックなディス
カッション，電子メールによるドキュメントの交換
は伝統的なコミュニケーション方法であると言える．
近年はこれらに加え，Wiki や SNS，ブログ，統合開
発環境(Integrated Development Environment: IDE)に組
み込まれるコミュニケーションプラグインなどが，
開発者間の知識流通をサポートしている． 
本稿では，ソフトウェア開発コミュニケーション

の知識ネットワークモデルとして TIE モデルを提案
し，ソフトウェア開発者のコミュニケーションを分
析する．TIE モデルは，暗黙知ネットワーク(Tacit 
knowledge network: TKN)，仲介知ネットワーク
(Intermediary knowledge network: IKN)，形式知ネット
ワーク(Explicit knowledge network: EKN)の 3 階層か
らなる． 我々は TIE モデルを用いて，Wiki を導入
したソフトウェア開発プロセスを分析し，その効果
について考察した．本稿では 2 節で関連研究を紹介
し，3 節で TIE モデルを説明し，4 節でケーススタデ
ィを行う．5 節で TIE モデルに基づいた Wiki を導入
したソフトウェア開発の効果と限界について考察し，
6 節でまとめる． 

 

2. 関連研究 
 

2.1 仲介知 

著者らは，企業内の知識流通モデルとして，仲介
知モデルを提案している[1][2][3]．仲介知は，CMC 
(Computer Mediated Communication)ツールを通じて
行われる社員間の知識流通が行われる知識状態を指
す．仲介知モデルは，SECI モデル[4]に代表される伝
統的な暗黙知と形式知の概念に基づく知識創造モデ
ルを拡張したものである． 
伝統的な知識創造モデルでは，暗黙知と形式知の

あいだの共同化，表出化，連結化，内面化の 4 つの
知識変換モードを提案している．仲介知モデルは組
織の知識変換プロセスを必要としない課題解決と業
務遂行を提案したモデルである．社員は，知識を仲
介知の状態で CMC ツールを用いて流通させる．仲
介知モデルを用いることで，暗黙知として交換でき
ない知識を形式知化するよりも低いコストで共有す
る知識流通を説明することができる． 
仲介知モデルでは，社員は CMC ツール上で仲介知

の知識変換モードを活用して，高速に知識を活用す
ることが説明できる．仲介知の知識変換モードは，
公開化，断片化，協同化，共鳴化，洗練化である．
公開化は個人の経験やアイデアを伝えることである．
断片化は形式知の一部を断片的に導入することであ
る．協同化は社員の意見やアイデアに反応すること
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である．共鳴化は他者の意見を理解し，同意するこ
とである．洗練化は仲介知の内容をまとめて形式知
を作り出すことである． 
伝統的な知識モデルの知識スパイラル条件に従う

と，社員が公式に組織間で知識を活用する場合に，
それぞれの組織ごとに，組織内の知識スパイラルを
経て形式知を作成する必要がある．組織内の知識ス
パイラルを経て公的な形式知を作るにはコストと労
力がかかる．仲介知の知識変換モードでは，知識ス
パイラル条件を必要としないので，伝統的な知識変
換モードに比べ，低いコストと労力で知識交換がで
きることを説明できる．また，仲介知モデルではコ
ミュニケーションの記録の有効性も説明することが
できる．CMC ツールの利用で，社員は多くのコミュ
ニケーションの機会を獲得し仲介知を交換する．
CMC ツールで行われたコミュニケーションは仲介
知として記録され，仲介知は，社員に効果的に再利
用される． 
 
2.2 IBIS 

IBIS(Issue-Based Information System)[5] や gIBIS 
(graphical IBIS)[6]は，伝統的なソフトウェア開発手法
である．IBIS の目的のひとつは，ソフトウェア開発
の議論のプロセスや進捗状況を完全に記録し，構造
化することである．すべての議論のプロセスと進捗
状況を記録し構造化することで，ソフトウェア開発
者は開発に必要な情報を見つけることが IBISモデル
の効果とされている．しかし，IBIS の効果が有効で
あったとしても，完全に文書化された記録を作成し
たり再利用したりするコストと労力は大きい． 
 
2.3 近年のソフトウェア開発研究 

近年のソフトウェア開発研究のなかには，ソフト
ウェア開発者のコミュニケーションをサポートする
ことに焦点をおくものがある．ソフトウェア開発者
は開発の中で，他の開発者とコミュニケーションす
る．Ko ら[7]は複数のソフトウェア開発者の活動を分
析し，ソフトウェア開発者が他の協業者を情報ソー
スとして利用していることを明らかにした．近年の
ソフトウェア開発においては，開発者間のコミュニ
ケーションが重要であることが示されている． 

また Ye ら[8][9]は，ソフトウェア開発者が，ソフ
トウェアライブラリや開発チームのメンバーから開
発に必要な知識を探索することをサポートするため
の手法を研究している．彼らは，API ドキュメント
用のパーソナライズされた検索エンジンとソフトウ
ェア開発チームのエキスパートを検索するためのコ
ミュニケーションチャネルを提案している．効果的
なソフトウェア開発のための開発者間でのコミュニ
ケーション方法を支援するものである． 

Marczak ら[10]は，要求変更管理のプロセスにおけ
る情報ブローカーの重要性を示している．彼らの研
究では，情報ブローカーがソフトウェア開発チーム
の社会ネットワークにおいて重要な役割であること
が明らかになっている．情報ブローカーは，要求仕
様の誤解が生じないよう情報の流れを円滑化してい
た．これらの研究はいずれも，ソフトウェア開発に
おける開発者間のコミュニケーションの重要性を示
唆している． 

3. TIE モデル 
 

3.1 TIE モデルの概要 
我々は，ソフトウェア開発者の動的なコミュニケ

ーションを分析するモデルとして TIE モデルを提案
する．TIE モデルは，TKN，IKN，EKN の 3 階層か
らなるモデルである．表 1 は TIE モデルの各階層の
特徴を示す． 

表 1：TIE モデルの階層の特徴 

TKN は暗黙知を交換するネットワークである．
TKN のネットワークノードは開発者であり，組織構
造やメンバーの役割，意志決定プロセスなどから多
くの影響を受ける．TKN は，対面ミーティング，電
話，テレビ会議などのメディアを通じて実現される．
TKN では文書化作業は行われない場合も多い．よっ
て TKN では公式なドキュメントの作成は行われな
いと仮定する．TKN の成果物は，議論やミーティン
グといった行為であり，観察可能な有形の成果物は
作成されない．TKN のネットワークエッジは，開発
者間の口頭での会話を意味する． 

IKNは仲介知を交換するネットワークである．IKN
のネットワークノードは，CMC のコンテンツであり，
CMC ツール上でのソフトウェア開発者のコミュニ
ケーションネットワークが実現される．IKN は，Wiki
やブログ，SNS という CMC ツール内でのコミュニ
ケーションを通じ成長していく．電子メールも CMC
ツールであるが，Wiki とは異なり宛先を明確にする
点と返信を含むメールの送信ごとに新たなコンテン
ツが生成されるという特徴がある． 

IKN を通じてソフトウェア開発者は，Just in Time 
Documentation のメリットを享受することができる．
ある開発者が他者との調整が必要であった場合，そ
の開発者は CMC ツールを使って他者と調整を行う
ことができる．その調整のコミュニケーション内容
は記録され，他のメンバーに向けて公開される．こ
の公開された調整の履歴はソフトウェア開発におけ
る有効なドキュメントなる．また調整以外の伝達事
項も，CMC ツールを利用して伝達し，その履歴を残
すこともできる．このプロセスを，Just in Time 
Documentation と呼ぶ．Just in Time Documentation で
は，CMC ツールを用い開発者同士で議論した内容が
必要な知識として記録される．IKN の成果物はこの
Just in Time Documentation により記録された CMC の
ログである．IKN のネットワークエッジは CMC コ
ンテンツの繋がりを意味する． 

EKN は形式知を交換するネットワークである．
EKNはソフトウェア開発におけるドキュメントのネ
ットワークを表す．EKN のノードはドキュメントで
あり，文書管理システム内で成長する．文書管理シ
ステムには EKN を成長させるための，文書更新履

知識ネットワーク ネットワーク
ノード

メディア Documentation 成果物の例

暗黙知

ネットワーク

(TKN)

開発者 対面ミーティング、
電話、

テレビ会議

No 
Documentation

議論、会議

仲介知

ネットワーク

(IKN)

CMC

コンテンツ

Wiki、SNS、

ブログ、E-mail

Just in time 
Documentation

CMCツールの
ログ

形式知

ネットワーク

(EKN)

ドキュメント 文書管理

サービス

Full 
Documentation

要件定義書、

仕様書、ソース

コード、マニュ
アル、ガイドラ
イン
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歴管理，版管理，全文検索，文書共有などの機能が
ある．EKN は開発者に文書化機能を提供する．EKN
の成果物は，用件定義書，仕様書，ソースコード，
マニュアル，ガイドラインなどの文書である．EKN
のネットワークエッジは，文書間の相互関係性を意
味する．TKN と IKN のネットワークエッジは，CMC
ツールを用いた個人による仲介知の提供と獲得プロ
セスを意味する．IKN と TKN のネットワークエッジ
は，CMC ツールを用いた形式知の文書化と引用を意
味する． 

 
3.2 TIE モデルとソフトウェア開発 

TKN では公式な文書は作成されない．この TKN
の特徴を No Documentation と呼ぶ．一方の EKN は緻
密に文書を作成することを主な目的とする．この
EKN の特徴を Full Documentation と呼ぶ．これまで
のソフトウェア開発では，TKN と EKN でのプロセ
スを主な知識プロセスとして利用していた． 

しかし，こうしたソフトウェア開発の知識プロセ
スでは 2 つの問題がある．ひとつ目の問題は，ソフ
トウェア開発における重要な情報の喪失である．
TKNの知識プロセスはミーティングや開発者の机の
周辺のコミュニケーションで行われる．TKN でのコ
ミュニケーションの記録の多くは，ミーティングや
議論が終わると消えてしまう．TKN のコミュニケー
ションによるコンテンツは，必ずしも文書化はされ
ないし，ソフトウェア開発チームの全メンバーで完
全に共有されることはない． 

ふたつ目の問題は，ソフトウェア開発におけるす
べての重要な情報を記録することが困難なことであ
る．ソフトウェア開発のすべてのイベントが完全に
即時に文書化されることができるならば，個々のソ
フトウェア開発者が要求，仕様，ソースコードなど
を完全に理解することができる状態にあると言える．
しかし，完全な文書化を実現することは，コストと
その範囲が非常に大きいことからも難しい．また，
完全に文書化されたものを開発者が十分に参照でき
る環境の構築も課題である． 

図 1：TIE モデルの概念図 
こうした問題を解決するために，我々は TIE モデ

ルに基づいたソフトウェア開発プロセスを提案する． 
図 1 に TIE モデルの概念を示す．TIE モデルは，こ
れまので伝統的なソフトウェア開発コミュニケーシ
ョンに IKN を追加したものである．CMC ツールが
IKN を実現する．図 1 中のバルーンは，TIE モデル
における代表的な知識プロセスを示す．四角のバル
ーンは伝統的なソフトウェア開発の知識プロセスを

示す．一方の丸いバルーンは TIE モデルに特化した
知識プロセスを示す． 

IKN の知識プロセスはオープンで迅速な CMC ツ
ール上のコミュニケーションである．代表的な CMC
ツール，表 1 に示したように，電子メール，Wiki，
SNS などがあり，それぞれ固有の特性を持っている．
電子メールは非同期型のコミュニケーションを実現
している．Wiki のような CMC ツールは，ソフトウ
ェア開発チームのオープンなコミュニケーションを
促進する．IKN はこのような CMC ツールのログと
して記録され，CMC の履歴は公的な文書ではないが
ソフトウェア開発にとっては非常に有益な情報であ
る．ソフトウェア開発チームのメンバーはお互いの
知識プロセスを，CMC ツールを通じて理解できる．
TIE モデルの知識プロセスは，仲介知の知識変換モ
ードと密接に関係する．暗黙知，仲介知，形式知は
それぞれ，TKN，IKN，EKN と密接に関係している． 
 
4. ソフトウェア開発ケーススタディ 

TIE モデルの有効性を評価するために，Wiki を導
入したソフトウェア開発ケースの分析を行った．こ
のケースにおいて，Wiki はソフトウェア開発のコミ
ュニケーションを促進するために導入された． 
 
4.1 ケーススタディの目的 
ケーススタディは以下の仮説を検証するために実施
した． 
仮説 1：CMC ツールはソフトウェア開発のために重
要な情報を記録することができる 
仮説 2：CMC ツールは従来のソフトウェア開発スタ
イルでは効果的に共有できなかった知識を共有する
ことができる 
仮説 3：CMC ツールは適切なコミュニケーションの
機会をソフトウェア開発者に提供することができる 
 

これらの仮説を，ソフトウェア開発における CMC
ツールの効果を確認するために設定した．CMC ツー
ルが IKN をサポートするため，この CMC ツールに
ついての仮説を検証することで TIE モデルの効果を
検証することとした． 

 
4.2 ケースの概要 

ケースには Wiki を導入したソフトウェア開発を
選択した．このケースのソフトウェア開発者数は 9
名であり，2 つの異なる企業に所属していた．彼ら
は協働し，特殊なセンサーを持つハードウェアデバ
イスを用いたソフトウェアシステム開発を行った．
このソフトウェア開発は，ドキュメントの作成，プ
ログラムのコーディング，プログラムの試験という
プロセスを含んでいた．メンバーが所属する 2 つの
企業は，時差はないが異なるロケーションにあった．
原則として全メンバーが参加する週に一度の定例ミ
ーティングを持っていた．定例ミーティング以外の
コミュニケーション方法は，開発者間のアドホッ
ク・コミュニケーション，電話，電子メール，文書
管理システムによるファイル共有があった． 
電話のコミュニケーションは電話をする開発者し

か議論に参加できなかった．また電子メールも利用
されていたが，メーリングリストに送信されたメー

暗黙知
ネットワーク

(ノード：開発者)

形式知
ネットワーク

(ノード：ドキュメント)

■内面化

・ドキュメントやソース
コードの理解やレビュー

■表出化

・議論や調整によるドキュ
メントの作成

■共同化

・議論
・ミーティング

■連結化
・ドキュメントの管理

仲介知ネットワーク
(ノード：CMCコンテンツ)

■公開化

•ソフトウェア開発に対
する個人の意見の披露

■協働化
•CMCを使ったメディア
特性に応じた議論

■洗練化

•オープンで開放的な
議論に基づいたド
キュメントの改変

■共鳴化

•他者の意見への同
意や賛成

■断片化

•形式知としてのドキュ
メントからの項目抽出

SIG-KSN-006-02 
人工知能学会 
第六回知識流通ネットワーク研究会



 
 

4 

ルの読み落としや共有すべきメンバーに対しメール
が送信先になっていないなどのコミュニケーション
ミスも発生していた．こうしたコミュニケーション
ミスが，ソフトウェア開発に悪影響を与えることが
あったため，チーム内のコミュニケーションを補完
する目的で Wiki を導入した． 
表 2 にこのケースのコミュニケーションメディア

とその特徴を示す． 
表 2：利用されたコミュニケーションメディア 

また付録に Wiki コミュニケーションの概要を示
す．この Wiki は 終的には 13 ページ，21 項目のコ
ンテンツが記録された． 
このWikiで観察されたTIEモデルの知識プロセス

は，18 個の公開化，7 個の断片化，2 個の協働化で
あった．公開化の例は，付録の W3 の項目である．
W3 では，あるメンバーがこのソフトウェア開発に必
要な課題を想像し，課題を公開化した例である．断
片化の例は付録の W12 の項目である．W12 では，メ
ンバーが組織内のソフトウェア開発会議規定から，
会議に必要な文書のリストを抽出し Wiki に記述し
たものであった．協働化の例は W8 の項目である．
W8では，メンバーがテストのポリシーについてWiki
を使って議論している．一方で，共鳴化と洗練化に
ついての知識プロセスは Wiki 上では確認すること
ができなかった．これら 2 種類のプロセスは，電子
メール，対面のミーティング，文書管理システムの
操作などの Wiki 以外の活動で実行されていたであ
ろうことが推測される． 

 
4.3 仮説の検証 
仮説を検証するために，Wiki のなかの CMC から

論拠となる事例を抽出した． 
 

仮説 1 の検証 
この仮説は CMC の記録性に関するものである．

Wiki はソフトウェア開発の重要な情報を記録した．
9 人のメンバーが Wiki を利用し，ソフトウェア開発
に必要な 21 の重要な項目を記録した．付録の W1 と
W2 にある設計ドキュメント一覧という項目がある．
これらのリストはドキュメント一覧という形式知か
ら断片化された仲介知である．一人のメンバーがソ
フトウェア開発チームには，このドキュメントリス
トを共有することが重要であると考え，ドキュメン
ト一覧から必要なドキュメントの名称をリストとし
て抽出した． 

このメンバーはドキュメントリストの共有に電子
メールを使用せずに Wiki を利用した．そしてほかの
メンバーは，Wiki 上のドキュメントリストにそのド

キュメントの作成作業の進捗状況を記載していった．
この進捗状況の記載は，メンバーによる仲介知の公
開化である．すべてのメンバーで Wiki を使い，日々
のドキュメントの進捗状況を共有していた．Wiki は
すべての開発メンバーに対してオープンであり，ひ
とつのオブジェクトをすべてのメンバーで共有する
ことができた．仮にこの開発チームが進捗状況を電
子メールで共有していたとすると，電子メールによ
る行き違いなどが理由で，進捗状況の継続的な更新
と共有は行われなかった可能性がある． 

 
仮説 2 の検証 
この仮説は効率的な知識の共有に関するものであ

る．このケースでは，Wiki の導入により従来のソフ
トウェア開発スタイルでは効果的に共有できなかっ
た知識の共有を促進したことを確認した．付録の
W15 のノウハウの項目は，この仮説に対する論拠で
あるといえる．W15 のノウハウは，かつて類似した
ハードウェアデバイスに関する開発経験のあるメン
バーにより書き込まれたものである．このメンバー
は丁寧に特殊なハードウェアを制御するための方法
についての知識を Wiki に公開した．この知識はこの
メンバーの個人的な経験に基づいたものであり，こ
の時点では形式知化されたものではなかった．従来
のソフトウェア開発では，こうしたノウハウは，口
頭で会話に参加しているメンバーに限り，TKN のコ
ミュニケーションで伝えられる知識であった．この
ケースでは，Wiki での知識共有によって，特殊なハ
ードウェアを扱う知識をメンバーが実証により再発
見するコストを抑えたことが観察できた． 
 
仮説 3 の検証 
この仮説はメンバー間の効果的なコミュニケーシ

ョンに関するものである．Wiki の導入により，ソフ
トウェア開発チームが，適切なコミュニケーション
の機会を得ることができたことを意味する．その根
拠は付録の W7 と W8 にある．テスト項目の考え方
という W7 の項目をあるメンバーが Wiki に公開化し
た．それに他のロケーションにいる別のメンバーが
W7 に対するコメントとして W8 の項目を記述した．
従来のソフトウェア開発では，このメンバー間のコ
ミュニケーションは週に一回開催される定例ミーテ
ィングまで保留されていた可能性がある．このケー
スでは，Wiki の導入により，適切なコミュニケーシ
ョンの機会が設定されソフトウェア開発の遅延要因
である意見交換の留保が解消されたことが観察され
た． 
 
5. 考察 
本項では記録性，効率的な知識共有，メンバー間

の効果的なコミュニケーションという観点で Wiki
を導入したソフトウェア開発の有効性について考察
する．さらにソフトウェア開発コミュニケーション
のための TIE モデルに基づいた分析の限界について
も議論する． 
 
5.1 記録性 

ソフトウェア開発者が重要な情報を CMC ツール
に記録する条件について議論する．我々は彼らが重

コミュニケーション
メディア

TIEモデルの
ネットワーク

特徴

定例ミーティング TKN 週に一度の公式対面ミーティ
ング

アドホック・コミュニケーショ
ン

TKN 開発者間が自席付近で行う
ローカルなコミュニケーション

電話 TKN 二拠点間での1対1の通話

電子メール IKN メーリングリスト、担当者同士
でのコミュニケーション

Wiki IKN 新たに導入されたオープンな
CMCツール

文書管理システム EKN 作成したドキュメントを管理す
るファイル共有機能
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要な情報を Wiki に記録した 2 つの理由を仮定した．
そのひとつは，共有されるべき情報が広くメンバー
に公開される必要があったという条件である．Wiki
はソフトウェア開発者にとってオープンなコミュニ
ケーション環境を常時提供していた．Wiki を利用し
ないソフトウェア開発では，彼らは対面のミーティ
ング，アドホック・コミュニケーション，電話，電
子メール，文書管理システムを用いてでコミュニケ
ーションを実施していただろう．Wiki はこれらのコ
ミュニケーション手段に比べオープンで動的なもの
であった．この Wiki のオープンで動的な特徴が，開
発者に自らの知識を書き込ませることとなった．こ
の特性により，気楽なコミュニケーションが行われ，
開発者は自らの進捗状況を相互に公開しあうことと
なったと考えられる．対面ミーティングでは，権力
をもったメンバーが他の権力の弱いメンバーの発言
を阻害することがあったかもしれない．Wiki は権力
の弱いメンバーの発言を促進したことが考えられる． 
ふたつ目の条件は，Wiki のコンテンツは開発者チ

ームにとって単一のオブジェクトであったことであ
る．開発者はそれぞれのドキュメントの進捗状況を
Wiki 上のドキュメントリストに毎日書き込んでいっ
た．Wiki を利用しなかった場合では，メンバーはド
キュメントの進捗状況を毎日電子メールで交換した
と推測される．電子メールですべてのメンバーの進
捗状況を管理することは，Wiki の場合よりも労力が
かかることが予測される．それは，電子メールはメ
ールの送信または返信ごとに新たなオブジェクトが
生成されるため，調整のために複数のオブジェクト
を管理しなければならないからである．この電子メ
ールコミュニケーションの特徴により，開発者間の
知識は分散してしまう可能性がある．メンバーの中
の一人が，こうした分散したオブジェクトに存在す
る知識を統合して管理することは，Wiki による単一
のオブジェクト管理に比べ効率的ではない．またす
べてのメンバーのメールを読まない限り，すべての
メンバーの進捗状況を把握することができない．共
有される知識がオープンであり，単一のオブジェク
トとして編集されたほうが，都合がよい場合には，
ソフトウェア開発者は Wiki のような CMC ツールに
重要な情報を記録すると考えられる． 

 
5.2 効率的な知識共有 
ソフトウェア開発者が効率的に知識共有をする条

件について考察する．我々は，Wiki の活用は，開発
者個人の経験の共有に適していると推測している．
特に今回のケースのように，特殊なハードウェアの
利用など試行錯誤を要する開発経験の共有に有効で
あると考える．こうした経験等の知識は体系化され
ていない場合も多く，開発者たちはこうした知識を
TKN のコミュニケーションで共有することが多い． 

Wiki のような CMC ツールは，こうした知識をす
べてのメンバーに効果的に浸透させる可能性がある．
もしあるメンバーが，新たなデバイスを利用するた
めの知識を 30 分間かけて Wiki に公開し，他の 8 人
のメンバーがそれぞれ 5 分間かけてその知識を読ん
だとすると，知識の獲得にかかった時間は 70 分であ
る．一方，そのメンバーの知識を活用できずに，残
り 8 人のメンバーが試行錯誤の末 120 分かけてこの

知識を獲得した場合には，960 分の時間がかかる．
これは極端な試算の例であるが，CMC ツールによる
知識の共有は効率的である．我々は試行錯誤を通じ
て得られる知識の共有について Wiki のようなオー
プンな CMC ツールの活用は有効である． 
 
5.3 メンバー間の効果的なコミュニケーション 

メンバー間の効果的なコミュニケーションが起こ
る条件について考察する．このケースにおけるメン
バー間でのコミュニケーションメディアと，その特
徴は表 2 に示した．定例ミーティング，アドホック・
コミュニケーション，電話，電子メール，文書管理
システムに基づいたコミュニケーションでは不十分
であったため，このソフトウェア開発チームは Wiki
の導入を決定した．仲介知の協働化や断片化に続く
公開化が観察されたことからも，Wiki の導入により
新たなコミュニケーション機会が発生したと言える．
Wiki で行われるコミュニケーションは，オープンで
あり，定例ミーティングで行われるコミュニケーシ
ョンの一部を代替していた．これにより定例ミーテ
ィングまでの意見交換の留保が解消されたと言える．
しかし，Wiki の導入により生じる意見交換の留保解
消にはある条件が必要である．それは Wiki で獲得さ
れる知識が，対面のミーティングにより獲得される
知識と同種のものであるという条件である．我々は
実際のソフトウェア開発の現場では，Wiki のような
CMC ツールで共有できる知識と対面ミーティング
で共有できるタイプの知識があることを理解してい
る．我々は，こうした知識を分類し，知識コミュニ
ケーションの条件について検証を行い Wiki のよう
な CMC ツールを十分に活用する方法を検討する必
要がある．表 2 に示したソフトウェア開発者のコミ
ュニケーションメディアを効果的に組み合わせる方
法について検討する必要がある． 

 
5.4 限界 

ケースの分析により，CMC ツールがソフトウェア
開発における重要な情報を記録すること，ある一定
の条件においてソフトウェア開発プロセスを効率的
にし，効果的なコミュニケーションを促進すること
を議論した．CMC ツールは，ソフトウェア開発チー
ムが適切に使いこなせばソフトウェア開発を促進す
ることが明らかになった．しかし本稿では，CMC ツ
ールがソフトウェア開発に有効に作用した少数の事
例を抽出しただけである．CMC ツールがソフトウェ
ア開発を促進する条件についてより詳細に調査する
必要がある．また，Wiki に記載された誤った情報や
ソフトウェア開発者たちの情報過多など，Wiki がソ
フトウェア開発に与えるネガティヴな効果について
も分析する必要がある．さらに，TIE モデルのノー
ドである，人，CMC コンテンツ，ドキュメントの関
係性についても明らかにする必要がある． 
 
6.まとめ 
ソフトウェア開発者間の知識コミュニケーション

を促進することは重要である．我々は仲介知モデル
とソフトウェア開発分析のために TIE モデルを提案
した．既存のソフトウェア開発研究では，エキスパ
ートとしての個人の特性やドキュメントやチームの
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プロセスに焦点が置かれていた．TIE モデルはソフ
トウェア開発のコミュニケーションモデルであり，
Just in Time Documentation を説明するモデルである．
我々は，Wiki を導入したソフトウェア開発プロセス
を分析し，ソフトウェア開発における Wiki 活用の効
果を明らかにした．ケースを通じ，Wiki のようなオ
ープンで動的な特性を持つ CMC ツールがソフトウ
ェア開発プロセスを促進する条件について議論した．
今後の研究では，TIE モデルを用いて CMC を活用し
たソフトウェア開発ケースを分析する．この際に，
CMC ツール以外での開発者の活動や，電子メールや
Wiki といった異なる CMC ツールの使い分けに着目
する予定である．また，コミュニケーションとドキ
ュメントの作成やコーディングなどのコミュニケー
ション以外のソフトウェア開発に重要な業務の関係
も調査する予定である． 
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W3 ・課題事項 ・この工程での課題が記述される． 公開化

製造/単体試験 W4 ・連絡事項 ･議事録提示による決定事項の提示 公開化

W5 ・試験項目の考え方 ・試験項目数と収束に関する基本姿勢の記述 公開化

W6 ・試験密度 ・試験項目数と開発規模から算出する試験密度の計算 公開化

結合試験 W7 ・試験項目の考え方 ・試験項目の抽出条件と網羅性に対する基本姿勢の記述 公開化

W8 ・考え方へのコメント ・上記基本姿勢へのコメント 協働化

W9 ・試験密度 ・試験項目数と開発規模から算出する試験密度の計算 公開化

W10 ・試験に必要な機材一覧表 ・ソフト，ハードからなる機材一覧表 公開化

総合試験 W11 ・総合試験確認のコメント ・総合試験実施要綱の必要性を喚起するメッセージ 公開化

開発会議1 W12 ・開発会議1資料 ・開発会議1のために作成する資料の一覧表 断片化

開発会議2 W13 ・開発会議1資料 ・開発会議1のために作成する資料の一覧表 断片化

グラフ W14 ・仕様策定 ・開発システムが出力するグラフの仕様の説明 公開化

ノウハウ W15 ・ノウハウ ・類似したシステム開発経験者によるノウハウ 公開化

プロジェクト

管理メモ

W16 ・プロジェクト管理上の要改善項目 ・プロジェクト実施のためのコミュニケーションの留意事項 公開化

デモンストレー
ション検討

W17 ・目的 ・デモンストレーションの実施目的を記述 公開化

W18 ・シナリオ ・オフィス，製造現場におけるユースケースの記述 公開化

W19 ・作業内容 ・デモンストレーション開発のフェーズ分割と実施項目の記
述

公開化，断片化，
協働化

成果物名称 W20 ・章立て ・システムの説明書の章立てと修正コメント 断片化，公開化

W21 ・成果物 •成果物及び成果物作成のための作業メモ 断片化，公開化
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